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岡山実験動物研究会創立30年を祝す
Celebrating the 30th anniversary of the founding of 
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栗本雅司、 Ph.D. 
Masashi Kurimoto. Ph.D 
岡山実験動物研究会第3代会長・名誉会員
The third president and honorary member in Okayama Association 
for Laboratory Animal Science 
岡山実験動物研究会の創立30周年を心よりお祝い
申し上げます。
拡が第三代会長に就任したのは 1993年(平成5年)
のことです。
『初代が築き、二代目が発展させ、三代目が身上を
食い潰して唐草模様という話があります。
三段跳びでは助走、そしてホップ、ステップ、ジャ
ンプとなります。
初代猪貴義会長は会を創成されご苦労されまし
たが十分な助走をされました。
第二代田坂賢二会長は一般の人たちにも聞かれた
研究会を目指して会を指導され素晴らしいホップを
なされました。
さて私は会員諸氏のご協力を得ながら大事なステ
ップの段階を跳んでみたいと思いますJ
という趣旨の会長就任挨拶を書きました。
この研究会は、一言で言えば、動物に関係あるこ
とであれば何でもありという研究会で、特定の狭い
分野に特化した会ではありません。
研究会の趣旨に賛同出来れば、学会、官界、民間
企業を問うこともありません。
本会は会の運営に関する意見の対立や財政的状況
から、一時存続が危ぶまれる時期もありましたがそ
の後大きくジャンプして、 30年という年月を経て今
日に至り立派に育ちました。
組織で大切なことは継続であり、絶えまざるマンネ
リ打破との闘いです。
その間継続して会の運営に尽力下さった会員諸氏
や多くの先生方、特に縁の下で研究会を支えて下さ
った佐藤勝紀・現岡大名誉教授、国枝哲夫・岡大教
授のご尽力を忘れることが出来ません。
年 2回の定例研究会の講演や学術発表あるいは理
事会の模織など 2、3のエピソードを抜き出して見ま
しょう。
-研究会報の英語名にTheProceedings of Okayama 
Assocation for'・・・・と rTheJを付けるかどうかの議
論がありました。国際的に活躍され海外生活の長か
った重井研の沖垣達先生のご意見だったと思いま
すが、まだrTheJを付けるほどの大きな会に成長して
いないのにrTheJを付けるのは「キTheJであるという
ことになりました。
-最近のニュースによれば、米国立衛生研究所
(US National Institutes of Health、NIH)は、
実験動物としてチンパンジーを使用した医学研究へ
のファンドを打ち切る方針を発表しました。
NIHは声明で「医療研究におけるチンパンジーの使用
はこれまで人聞の健康向上のために重要な役割を果
たしてきた。しかし、生物医学界で開発された新た
な手法や技術によって、いくつかの研究分野ではチ
ンパンジーの使用に答わる方法が提供されているJ
と述べています。
1993年(平成5年)当時もすでに医療、化粧品等
の研究に動物実験の当否が論じられ始めておりまし
た。
そんな中、岡山大学医学部・矢部芳郎教授の小児
麻痩ワクチンのお話しが印象的でした。
1950年代、小児麻簿の後遺症で少し足を引きずり、
体を揺らして歩く人たちを見かけたものです。
ポリオウイルスの不活化ソーク・ワクチンが開発
されましたが、時に発生する副作用をなくすために
より安全なセーピン・ワクチンが開発されました。
無害ウイルス変異株の選別にサルは必須であったと
いうことでした。
一方、岡山大学薬学部・田坂賢二教授はヒスタミ
ン遊離に関する長年の研究から、動物実験の代替実
験の可能性として、たとえばヒト HL-60細胞などの
使用が考えられるというお話しをされています。
両先生の対比を興味深く感じたものです。
， (株)林原の自然科学博物館石井健一館長による
三菱パジエロ、ロシアの軍用トラック各 2台を駆使
した 1，OOOkmに及ぶモンゴル化石発掘調査の招待講
演も興味深く聴講いたしました。
化石は現時点では石ですがもとをただせば恐竜と
いう動物で、動物であれば本研究会の趣旨に合うと
いうことでしょう。
， r動物の死にまねJなどという講演もありました。
人間も辛いときには死んだふりをして危機を逃避す
るといいですね。昔の総理大臣で「死んだふり解散j
なんていうのもありました.
このような幅の広いテーマを扱い、斯界の重鎮、
新進気鋭の学者の講演や研究発表など特色ある岡山
実験動物研究会が今後どう発展するのか、研究会か
ら何が生まれるのか、どんな人材が鐙出するのか、
大いに期待されるところです。
・若い学生たちの学会発表のデビューの場として
も意味があるでしょう。
-研究、技術、ビジネスの専門家の講演、発表か
ら知的刺激を受け、将来のヒントを得ることも多々
あるでしょう。
知的刺激を発奮材料として、ライフサイエンス分
野のガレージ的ビジネスを起業し、アップルコンビ
ュータのような大企業に発展させる人物が現れるか
もしれません。
-基礎研究の発表を聞いて興味を抱き、ふと疑問
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に思ったことから発展して将来のノーベノレ賞研究者
が生まれることも期待出来ます。
ノーベル賞受賞講演で「学生の時、岡山実験動物
研究会で00教授の特別講演を聴いて感銘し、今日
の受賞に繋がる研究がスタートしましたjなどとい
うスピーチが聞かれるかもしれません。
・マイクル ・クライトンのジュラシック・パーク
のように、遺伝子組換えや iPSをモチーフにサイエ
ンス ・フィクションで名をなす人が出るかもしれま
せん。
若さはそれ自体力です。
やはり若い会員に対する夢と希望、期待が大きいと
言わざるを得ません。
お正月のお屠蘇で少々夢を見すぎたようですが、
岡山実験動物研究会創立30周年をお祝いする一文と
致します。(文中役職名は当時のもの)
